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研究成果の概要（和文）：　本研究が目指すところは「カースト」に代表されるインドにおける社会秩序のダイ
ナミクスを明らかにすることにあった。プロジェクトはマラーティー語圏を共通のフィールドとする若手研究者
による学際的研究として実施された。研究の中で示されたのは、近代以降の「カースト」が植民地主義の影響を
受けつつも、神話や儀礼、社会的・経済的権利、家譜を通じた組織化など、特有の諸要素で構成されている点で
ある。近代以降「カースト」の名で呼称される様々なグループを結びつけている現地社会内部での集団原理は、
これまで指摘されてきた以上に多元的・重層的である。今後、現地語資料に表れる社会的結合の諸相について更
なる研究が要請される。

研究成果の概要（英文）： Social customs, matrimonial relationships, hereditary memberships and 
hierarchical structure in the local communities had been defined as 'caste' which was a 
self-consistent system peculiar to Indian society. The purpose of this project was to reconsider 
aspects of what has been called 'caste' in Marathi region. Kinship, vocational, fraternal, religious
 and stratified groups were uniformly treated under the name of 'caste'; nonetheless the principles 
of social cohesion actually inter-weaved with each other.
 This research project shows that in the terms of modern Marathi discursive space, the narrative of 
caste was multifaceted per se.The grounds for their argument were their mythological lineage, social
 customs maintained by the group and historical records of the family property. The notion of '
caste' will be  reconsidered from a multi-dimensional perspective. We hereafter are required to 
disentangle the composite nature of social cohesion in the local society.

研究分野： 南アジア地域研究・歴史学・ヒンディー語・マラーティー語
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１．研究開始当初の背景 
インド社会を貫く身分的差別制度として「カー

スト」が存在すると語られて久しい。しかしながら、

『マヌ法典』のヴァルナ観に代表されるような「カ

ースト」が、数千年の間、変わることなく存在し続

けたというような「停滞的」なインド社会観に基づ

くカースト論は、『叢書カースト制度と被差別民』

(明石書店, 1994-95)等の学際的試みを通じても

はや塗り替えられつつある。 

 
２．研究の目的 

本研究課題では、これまでの研究の蓄積を踏

まえつつ、十分に顧みられてこなかったカースト

集団自身による現状の承認・擁護と異議申立と

いう内的な視点から、集団意識の再定義による

カースト的秩序の再編に関する実証的研究への

手がかりを得ることを目標とした。 

 
３．研究の方法 

前述の通り、現代においてはカーストを動態的

に捉える研究が主流となりつつある。従来の手法

は、近代イギリス植民地期以来の浄･不浄、共食、

通婚、職業といった基準を基に、「カースト制度」

を理論化することに重点が置かれてきた。本研

究ではそれらの基準そのものの成立を問い直し

ながら、社会集団が自集団をどのように意識し、

カースト的秩序の再編にどのように参画したのか、

という内側の視点を重点的に研究した。 

カーストをめぐる自己意識の研究には、インド

諸語の運用能力と領域横断的な研究が不可欠

である。本研究ではマハーラーシュトラを研究対

象とする若手研究者を中心に研究組織を構成し

た。マラーティー語に基づく共通の言語的・社会

的環境を対象としつつ、中世から現代にいたる

様々な記述をそれぞれの学問分野の観点から

学際的に検討することを目指した。 

 

４．研究成果 

植民地主義の到来以降、インド社会における

通婚関係、職業継承、位階の存在は「カースト」

と名付けられ、インド固有の社会像へと位置づけ

られた。しかしながら南アジアに存在する親族組

織、職能団体、隣保組織、友愛団体、宗教組織

といった社会集団の構成原理は一様ではない。 

近代以降の「カースト」に関わるマラーティー

語による言語空間においては、ゴートラを含む

集団の神話的起源に始まり、集団が維持する儀

礼などの慣行、家産をめぐる歴史記録、クラを結

節点とする個人の氏族に対する帰属など、従来

知られている以上に多面的な要素が「カースト

族譜」として記述されている。 

3 年間の研究プロジェクトの中で足立は、研究

代表者として、歴史学、別けても社会思想史の

観点から、マラーティー語「カースト族譜」を取り

上げながら、そこで用いられる議論の多様性を

示した。また 18 世紀初頭の揺籃本期から 20 世

紀初頭の独立運動期にかけての、マラーティー

語カースト文献についての書誌学的調査を行い、

既存の研究の欠落を補うとともにその歴史的変

化を提示した。 

研究分担者の井田はインド学・宗教学的手法

に基づき、文献資料における出家の問題を取り

扱った。出家者によるアーシュラムやマトが民衆

に開かれていく中、アジールとしての僧院・聖地

の力学とともに村落共同体にたいする帰属と宗

教集団の関係性に取り組んだ。 

同じく小川は、歴史学、なかでも社会経済史

学の手法で、中世・近世史記録を保持するプネ

ーのペーシュワー文庫所蔵文書における職と家

産の記録を分析した。小川の研究は、小谷らが

提示した職と権利をめぐる「ワタン体制」論を職

能集団の重層性という観点から更に深化させ研

究する手がかりを得つつある。 

松尾は人類学的手法、ならびにマラーティー

語雑誌の記述に基づき、バースコントロールを

巡る思想の展開について研究を行った。カース

ト集団としてのチトパーワン・バラモンにバースコ

ントロールの思想が広がる中、従来の血縁として

の意識に加え、新中間層としての階級意識が形

成されていった点を明らかにした。 

今後は、マラーティー語圏における宗教・職

能・血縁・地縁といった、社会集団を構成する諸

原理を一旦解きほぐしつつ、「カースト」なるもの

の諸相について再検討を行うことが求められる。

多様な社会的結合・集団化が配置され、それら

を構成してく諸原理の複合的な関係に焦点をあ

てていくと同時に、個人が社会集団という形で絡

め取られながら、カーストへと結び付けられてい

く過程を詳らかにする必要があろう。 

本研究課題の追究においては、インド・プネ

ー大学歴史学部との共同プロジェクトが立ち上

げられた。2017 年、および 2018 年には、プネー

大学において国際会議を開催した。これらの会

議は現地紙 Hindustan Times において報道され

た。共同研究の成果を、英語・マラーティー語 2

言語による成果報告書として出版する計画を現

在進めているところである。 
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